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議題：残留性有機汚染物質に関するストックホルム条約（POPs条約）新規対象物質の化学物質審査規制法第

一種特定化学物質への指定の見直しについて （審議予定物質：ペルフルオロオクタン酸（PFOA）関連物質） 

 
残留性有機汚染物質に関するストックホルム条約（POPs条約）新規対象物質の化学物質審査規制法第一種特定化学物質への
指定の見直しについて審議が行われ、ご指摘を踏まえて修正を行った上で内容につき了承され、確定されることとなった。
以下、事務局宛てにいただいたご意見・ご質問及び事務局回答を列記。 
 

通し番号 
ご意見
登録日 

委員名 
（所属委員会） 

ご質問先 いただいたご意見・ご質問 回答 

１ 7/25 
金原 和秀 

（化学物質審議会） 
審議会事務局 

PFOAのリストは、POPRC16でも見直し
が議論され、POPRC17で継続して議論
されます。また、今後も定期的に見
直しがあるという方向で話し合って
います。今後、見直されたリストがC
OPsに提案され議論されることにな
ります。その場合、COPsの見直しご
とに、このような指定の見直しが生

ご指摘いただいた通りPOPRCでは、PFOAの例
示的リストを改定する方針で議論を継続し
ており、今後も新たな知見が得られた場合
は見直しがあるということになっていま
す。見直しのあった例示的リストについて
は、POPRCや締約国会議での議論の内容も踏
まえて、必要な場合は化審法の第一種特定
化学物質としての追加も必要と考えていま



じるという理解でよろしいですか？ すが、その時期や指定の必要性については、
今後検討する必要があると考えています。
（事務局） 

2 7/30 
北嶋 聡 

（薬事・食品衛生審 
議会） 

審議会事務局 

資料 1の 2ページ 10行目「一部の事

業者より PFOA関連物質に相当する

政令指定名称案には PFOAに分解す

ると考えられない物質が含まれてい

るとの指摘があり、条約事務局に照

会したところ、指摘のあった物質は

PFOAには分解しないと考えられると

の回答があった」部分について、こ

の「PFOAに分解すると考えられない

物質」の記載は、現時点では私には

見いだせておりません。記載がない

のであれば、また可能なのであれば、

この情報の開示をお願いしたい（こ

の理由は、確かに分解しないはず、

と再確認したいためです）。 

御指摘いただきました「一部の事業者よりP
FOA関連物質に相当する政令指定名称案に
はPFOAに分解すると考えられない物質」は、
令和元年7月24日の合同審議会でPFOA関連
物質として指定しようとした「炭素原子に
結合するペンタデカフルオロアルキル基
（アルキル基の炭素数が７のものに限る。）
を含む化合物」に含まれる「ペルフルオロ
アルカン」になります。アルカンの具体的
な炭素数については、事業者の取り扱う製
品の情報であるため詳細についてはお答え
できません。 
（事務局） 

3 7／30 
白石寛明 

（中央環境審議
会） 

審議会事務局 

資料1のPFOA関連物質に係る変更案
の「No.4.ビス（ペルフルオロアルキ
ル）ホスフィン酸（ペルフルオロア
ルキルはいずれも炭素数８～１２の
ものに限る）又はそのアルミニウム
塩」について 
 
bis(perfluoro-C6-12-alkyl)の名

称から２つのPFA基は同一と考えず
に、異なるアルキル基が結合した混
合物であるするならば、PFOAの生成
の観点からは「いずれも」でなく「い
ずれか」が要件を満たせばよく、指
定範囲が妥当でないのではないか。
また、4番の名称に5番を包含した名
称をつけることが可能ではないか。 
また、ペルフルオロアルキル基の

構造の指定において、PFOAを生じう

ご指摘を踏まえ、4番の名称を以下のように
修正し、少なくとも一方のペルフルオロア
ルキル基がPFOAを生成する部分構造を有す
るものにするとともに、5番を内包する名称
とし、5番については削除いたします。（事
務局） 
 
修正名称：ビス（ペルフルオロアルキル（ペ
ルフルオロアルキルの少なくとも１つは炭
素数８～１２のものであって、ペンタデカ
フルオロアルキル基（アルキルは炭素数７
に限る）の構造を含むものに限る。））ホ
スフィン酸又はそのアルミニウム塩 
  



る部分構造が必ず含まれるように但
し書きとして「(C7F15)C」構造を有
するもの」を追加する必要がある。 

4 7／30 
白石寛明 

（中央環境審議
会） 

審議会事務局 

資料1のPFOA関連物質に係る変更案
の「No.5.（ヘプタデカフルオロオク
チル）（トリデカフルオロヘキシル）
ホスフィン酸」について 
 
4番に包含できないか？例えば、（ペ
ルフルオロアルキル（炭素数８～１
２））（ペルフルオロアルキル（炭
素数6～１２））ホスフィン酸（ペル
フルオロアルキル１は「(C7F15)C」
構造を有するものに限る）又はその
アルミニウム塩 
 

通し番号3の回答のとおりです。（事務局） 

5 7／30 
白石寛明 

（中央環境審議
会） 

審議会事務局 

資料1のPFOA関連物質に係る変更案
の「No.6.ペルフルオロオクタノイル
＝フルオリド」について 
  
ペンタデカフルオロオクタノイル＝
クロリド（CAS 335-64-8）は試薬が
市販されているが、何らかの規制は
なされるのか。 
 

化審法上の新規化学物質に当たるため、試
薬用途以外の場合は、手続きが必要になり
ます。ペンタデカフルオロオクタノイル＝
クロリドの試薬は化審法上規制されませ
ん。（事務局） 

6 7／30 
白石寛明 

（中央環境審議
会） 

審議会事務局 

資料1のPFOA関連物質に係る変更案
の「No.7.ペルフルオロアルキル＝ハ
ライド（ハライドはブロミド又はヨ
ージドに限る。ペルフルオロアルキ
ル＝ブロミドのペルフルオロアルキ
ルは炭素数９～１８であり、炭素数
１８の直鎖構造を有さないものに限
る。ペルフルオロアルキル＝ ヨージ
ドのペルフルオロアルキルは炭素数
８～１８であり、炭素数１８の直鎖
構造を有さないものに限る。）」に
ついて 
 

ご指摘を踏まえ、７番の名称を以下のよう
に修正し、ペルフルオロアルキル基につい
てPFOAを生成する部分構造を有するものに
限定いたします。なお、分岐鎖に関するご
指摘については、POPRCリストにおいては、
isomerの指定においてすべての分岐鎖を例
示しているため、分岐鎖はすべてを含める
形の「アルキル」という表現にいたします。
（事務局） 
 
修正名称： 
＜ブロミド＞ 
ペルフルオロアルキル（ペルフルオロアル



POPRCの例示的リストでは、Alkyl i
odides, C6-18, perfluoro（１）を
含めほとんどの物質は直鎖であり、
分岐体は2-トリフルオロメチル（炭
素数 11、13、15）のみであるため、
但し書きにおいて「直鎖または2-ト
リフルオロメチル置換体に限る」と
することも可能と思われるが、例示
的リストでは、Perfluoroalkyl hal
ides (incl. linear and branched 
isomersに属しており、「アルキル」
として直鎖と分岐型をまとめて指定
することは妥当と思う。 
また、ペルフルオロアルキル基の

構造の指定において、PFOAを生じう
る部分構造が必ず含まれるように但
し書きとして「(C7F15)C」構造を有
するもの」を追加する必要がある。 

キルは炭素数９～１８かつ炭素数１８の直
鎖構造を有さないものであって、ペンタデ
カフルオロアルキル基（アルキルは炭素数
７に限る）の構造を含むものに限る。）＝
ブロミド 
＜ヨージド＞ 
ペルフルオロアルキル（ペルフルオロアル
キルは炭素数８～１８かつ炭素数１８の直
鎖構造を有さないものであって、ペンタデ
カフルオロアルキル基（アルキルは炭素数
７に限る）の構造を含むものに限る。）＝
ヨージド 

7 7／30 
白石寛明 

（中央環境審議
会） 

審議会事務局 

資料1のPFOA関連物質に係る変更案
の「No.13.ビス［２－（ペルフルオ
ロアルキル）エチル］＝水素＝ホス
ファート又は２－ヒドロキシ－３－
（ペルフルオロアルキル）プロピル
＝二水素＝ホスファート又は２－
（ペルフルオロアルキル）エチル＝
二水素＝ホスファート（ペルフルオ
ロアルキル（単一構造中に２つ含ま
れる場合にはいずれも）は炭素数８
～１５のものに限る。）」について 
 
例示的リストでは、Fluorotelomer 
phosphate esters (PAPs)である。フ
ルオロテロマーの誘導体であり、FP
A基の分岐度は小さいと類推できる。
CAS 63295-27-2、63295-28-3、6329
5-29-4の末端分岐（パーフルオロイ
ソプロピル）しているのみで、他は
直鎖であり、指定範囲が広すぎるか

ご指摘を踏まえ、13番の名称を以下のよう
に修正し、少なくとも一方のペルフルオロ
アルキル基がPFOAを生成する部分構造を有
するものにいたします。なお、分岐鎖に関
するご指摘については、POPRCリストにおい
ては、isomerの指定においてすべての分岐
鎖を例示しているため、分岐鎖はすべてを
含める形の「アルキル」という表現にいた
します。 
（事務局） 
 
修正名称：ビス［２－（ペルフルオロアル
キル（ペルフルオロアルキルの少なくとも
１つは炭素数８～１５のものであって、ペ
ンタデカフルオロアルキル基（アルキルは
炭素数７に限る）の構造を含むものに限
る。））エチル］＝水素＝ホスファート又
は２－ヒドロキシ－３－（ペルフルオロア
ルキル（ペルフルオロアルキルは炭素数８
～１５のものであって、ペンタデカフルオ



もしれない。 
「単一構造中に２つ含まれる場合に
はいずれも」とあり、２つの基が完
全に同一でない場合も含めていると
理解されるが、PFOAの生成の観点か
らは「いずれも」でなく「いずれか」
が要件を満たせばよく、指定範囲が
妥当でないと感じる。 
ペルフルオロアルキル基の構造の指
定において、PFOAを生じうる部分構
造が必ず含まれるように但し書きと
して「(C7F15)C」構造を有するもの」
を追加する必要がある。 
 

ロアルキル基（アルキルは炭素数７に限る）
の構造を含むものに限る。））プロピル＝
二水素＝ホスファート又は２－（ペルフル
オロアルキル（ペルフルオロアルキルは炭
素数８～１５のものであって、ペンタデカ
フルオロアルキル基（アルキルは炭素数７
に限る）の構造を含むものに限る。））エ
チル＝二水素＝ホスファート 

8 7／30 
白石寛明 

（中央環境審議
会） 

審議会事務局 

資料1のPFOA関連物質に係る変更案
の「No.14.ジアンモニウム＝２－ヒ
ドロキシ－３－（ペルフルオロアル
キル）プロピル＝ホスファート又は
ジアンモニウム＝２－（ペルフルオ
ロアルキル）エチル＝ホスファート
（ペルフルオロアルキルは炭素数８
～１５のものに限る）」について 
 
例示的リストでは、Fluorotelomer 
phosphate esters (PAPs)とOther f
luorotelomer-based non-polymers
に分類される１物質が混在している
が、CAS 94200-50-7、94200-51-8、9
4200-52-9が末端分岐（パーフルオロ
イソプロピル）しているのみで、他
は直鎖であり、指定範囲が広すぎる
可能性がある。 
ペルフルオロアルキル基の構造の指
定において、PFOAを生じうる部分構
造が必ず含まれるように但し書きと
して「(C7F15)C」構造を有するもの」
を追加する必要がある。 
 

ご指摘を踏まえ、14番の名称を以下のよう
に修正し、ペルフルオロアルキル基につい
てPFOAを生成する部分構造を有するものに
限定いたします。なお、分岐鎖に関するご
指摘については、POPRCリストにおいては、
isomerの指定においてすべての分岐鎖を例
示しているため、分岐鎖はすべてを含める
形の「アルキル」という表現にいたします。
（事務局） 
修正名称：ジアンモニウム＝２－ヒドロキ
シ－３－（ペルフルオロアルキル（ペルフ
ルオロアルキルは炭素数８～１５のもので
あって、ペンタデカフルオロアルキル基（ア
ルキルは炭素数７に限る）の構造を含むも
のに限る。））プロピル＝ホスファート又
はジアンモニウム＝２－（ペルフルオロア
ルキル（ペルフルオロアルキルは炭素数８
～１５のものであって、ペンタデカフルオ
ロアルキル基（アルキルは炭素数７に限る）
の構造を含むものに限る。））エチル＝ホ
スファート 



 

9 7／30 
白石寛明 

（中央環境審議
会） 

審議会事務局 

資料1のPFOA関連物質に係る変更案
の「No.15.２－ヒドロキシ－３－（ペ
ルフルオロアルキル）プロピル＝プ
ロパ－２－エノアート又は２－（ペ
ルフルオロアルキル）エチル＝プロ
パ－２－エノアート又は２－（ペル
フルオロアルキル）エチル＝２－メ
チルプロパ－２－エノアート（ペル
フルオロアルキルは炭素数７～１７
のものに限る）」について 
 
例示的リストでは、Fluorotelomer 
acrylates and methacrylates (FTA
Cs and FTMACs)に分類される。「ア
ルキル」として分岐型を含めて指定
しているが、2-Propenoic acid, γ-
ω-perfluoro-C8-14-alkyl esters
（１）を含め、FPA基は直鎖または末
端分岐（トリフルオロメチル基）の
みである。フルオロテロマーの項目
であり、直鎖または末端分岐に限る」
等の限定が可能である可能性があ
る。 
ペルフルオロアルキル基の構造の指
定において、PFOAを生じうる部分構
造が必ず含まれるように但し書きと
して「(C7F15)C」構造を有するもの」
を追加する必要がある。 
 

ご指摘を踏まえ、15番の名称を以下のよう
に修正し、ペルフルオロアルキル基につい
てPFOAを生成する部分構造を有するものに
限定いたします。なお、分岐鎖に関するご
指摘については、POPRCリストにおいては、
isomerの指定においてすべての分岐鎖を例
示しているため、分岐鎖はすべてを含める
形の「アルキル」という表現にいたします。
（事務局） 
 
修正名称：２－ヒドロキシ－３－（ペルフ
ルオロアルキル（ペルフルオロアルキルは
炭素数７～１７のものであって、ペンタデ
カフルオロアルキル基（アルキルは炭素数
７に限る）の構造を含むものに限る。））
プロピル＝プロパ－２－エノアート又は２
－（ペルフルオロアルキル（ペルフルオロ
アルキルは炭素数７～１７のものであっ
て、ペンタデカフルオロアルキル基（アル
キルは炭素数７に限る）の構造を含むもの
に限る。））エチル＝プロパ－２－エノア
ート又は２－（ペルフルオロアルキル（ペ
ルフルオロアルキルは炭素数７～１７のも
のであって、ペンタデカフルオロアルキル
基（アルキルは炭素数７に限る）の構造を
含むものに限る。））エチル＝２－メチル
プロパ－２－エノアート 



10 7／30 
白石寛明 

（中央環境審議
会） 

審議会事務局 

資料1のPFOA関連物質に係る変更案
の「No.30.３－｛［２－（ペルフル
オロアルキル（炭素数７～１７であ
り、直鎖構造に限る））エチル］ス
ルファニル｝プロパンアミド」につ
いて 
 
Other fluorotelomer-based non-po
lymersに分類される混合物のPropan
amide, 3-[(γ-ω-perfluoro-C4– 1
0-alkyl)thio] derivativesとThiol
s, C8-20, γ-ω-perfluoro, telom
ers with acrylamideの2物質を根拠
としている。詳細な構造が不明な物
質を含むが、名称はfluorotelomer
のチオ―ル（FT thiols）とアクリル
アミドの反応物として妥当に思う。f
luorotelomerに属しているため「炭
素数７～１７であり、直鎖構造に限
る」とすることは妥当と思う。 

コメントありがとうございます。当該物質
について原案どおりとさせていただきま
す。 
（事務局） 

11 7／30 
白石寛明 

（中央環境審議
会） 

審議会事務局 

資料1のPFOA関連物質に係る変更案
の「No.31.ナトリウム＝Ｓ－［２－
（｛［（３，３，４，４，５， ５，
６，６，７，７，８，８， ９，９，
９－ペンタデカフルオロノニル）オ
キシ］カルボニル｝アミノ）エチル］
＝スルフロチオアート」について 
 
Other fluorotelomer-based non-po
lymersに属し、混合物であるCarbam
ic acid, [2-(sulphothio)ethyl]-,
 C-(γ-ω- perfluoro-C6– 9-alky
l) esters, monosodium saltsの名
称より、C7F15Cに該当する炭素数９
（ペルフルオロアルキル（炭素数7））
で直鎖の化合物を抽出している。し
かし、TFEを原料とするfluorotelom
erは直鎖であるが偶数炭素数であ

例示的リストにある本物質の名称はCAS番
号に紐付けられているCASインデックスネ
ームと同じであり、CASインデックスネーム
において、「α-ω-perfluoro」や「γ-ω-
perfluoro」というギリシャ文字を使用した
アルキル鎖上の置換基の結合位置番号の表
現が使用されている場合は、直鎖構造に限
定されており、末端が分岐していないこと
をCASに確認をしております。 
また、炭素数については、γ-ω部分がペル
フルオロになるため、炭素数が６～８の場
合、ペルフルオロに該当する炭素数は４～
６となり、PFOA関連物質の基準を満たさな
いため、除外して指定しております。 
なお、ご指摘の※１の記載については不要
な記載となっていたことを確認いたしまし
たので、削除いたします。（事務局） 



り、奇数の場合は、末端が分岐して
いる可能性が高く確認が必要であ
る。 
なお、本物質はナトリウム塩であり、
別添３の特記事項の※１は誤りでな
いか。炭素数6-9の記載が抜けている 

12 7／30 
白石寛明 

（中央環境審議
会） 

審議会事務局 

資料1のPFOA関連物質に係る変更案
の「No.32.２，２－ビス（｛［２－
（ペルフルオロアルキル（炭素数７
～１７ であり、直鎖構造に限る））
エチル］スルファニル｝メチル）プ
ロパン－１，３－ジオールとリン酸
のエステルのアンモニウム塩」につ
いて 
 
 
Other fluorotelomer-based non-po
lymersに属し、混合物である1,3-Pr
opanediol, 2,2-bis[[(γ-ω-perfl
uoro-C4– 10- alkyl)thio]methyl] 
derivatives, phosphates, ammoniu
m saltsおよび1,3-Propanediol, 2,
2-bis[[(γ-ω-perfluoro-C6– 12- 
alkyl)thio]methyl] derivatives, 
phosphates, ammonium saltsおよび
1,3-Propanediol, 2,2-bis[[(γ-ω
-perfluoro-C10-20- alkyl)thio]me
thyl] derivs., phosphates, ammon
ium saltsから、ビス（｛［２－（ペ
ルフルオロアルキル（炭素数７～１
７ であり、直鎖構造に限る））をと
されている。すべてのペルフルオロ
アルキルの炭素が７～１７であると
されると定義されているように思え
るが、いずれかが炭素７～１７であ
れば関連物質の要件を満たすと考え
られ、表現方法の最適化が必要では
ないか。 

当該物質については、POPRC のリストに

おいて物質群として指定されている 4，13
と異なり、個別物質として指定されている

ため、両端が同様の構造を指定するべきと

考えており、原案どおりといたします。（事

務局） 



 

13 7／30 
白石寛明 

（中央環境審議
会） 

審議会事務局 

資料1のPFOA関連物質に係る変更案
の「No.34.２－ヒドロキシ－Ｎ－（２
－ヒドロキシエチル）エタン－１－
アミニウム＝４，４－ビス｛［２－
（ペルフルオロアルキル（炭素数７
～１７であり、直鎖構造に限 る））
エチル］スルファニル｝ペンタノア
ート」について 
 
意見：Other fluorotelomer-based 
non-polymersに属し、混合物であるP
entanoic acid, 4,4-bis[(γ-ω-pe
rfluoro-C8-20- alkyl)thio]deriv
s., compds. with diethanolamine
より名称を作成している。根拠とし
た物質のペルフルオロアルキルはC6
-C18であり、「炭素数７～１７であ 
り、直鎖構造に限る」は妥当である
が、２つのアルキル基うちいずれか
の基が炭素７～１７であれば要件を
満たすので、表現方法の最適化が必
要ではないか。 
 

当該物質については、POPRCのリストに
おいて物質群として指定されている4,13と
異なり、個別物質として指定されているた
め、両端が同様の構造を指定するべきと考
えており、原案どおりといたします。（事
務局） 

14 7／30 
白石寛明 

（中央環境審議
会） 

審議会事務局 

資料1のPFOA関連物質に係る変更案
の「No.43.ペルフルオロ－Ｎ，Ｎ－
ビス（ヒドロキシエチル）アルカン
アミド（炭素数８～１８であり、直
鎖構造に限る）」について 
 
例示的リストでは「Other substanc
es」の分類で、名称は、Amides, C7
-19, α-ω-perfluoro-N,N- bis(hy
droxyethyl)で混合物である。政令指

例示的リストにある本物質の名称はCAS番
号に紐付けられているCASインデックスネ
ームと同じであり、CASインデックスネーム
において、「α-ω-perfluoro」や「γ-ω-
perfluoro」というギリシャ文字を使用した
アルキル鎖上の置換基の結合位置番号の表
現が使用されている場合は、直鎖構造に限
定されており、末端が分岐していないこと
をCASに確認をしております。 
直鎖構造には「「(C7F15)C」構造」が必ず



定案ではこの名称にアルカンと「炭
素数８～１８であり、直鎖構造に限
る」との但し書きが追加されている
が、「炭素数」に対象構造の指定が
なく、全炭素またはカルボン酸部分、
あるいはペルフルオロアルキルの炭
素数なのか判断できない。一般に酸
アミドは、環境中や生体中で対応す
るカルボン酸を生成し、カルボン酸
部分（分岐体を含む）の炭素数が８
であれば、PFOA（分岐を含む）が生
成すると考えられるが、炭素数が8
以外のパーフルオロカルボン酸（分
岐を含む）は関連物質ではないとさ
れる（資料1別添2、UNEP/POPS/POPR
C.13/INF/6/Add.1、Table2）。一方、
大気中での活性酸素による酸化反応
により、対応するパーフロロアルキ
ルラジカルを経由して、炭素数が減
じたカルボン酸が生成することが推
定でき、炭素数8以上の化合物からも
PFOAの生成が考えうる。従って、こ
こでの炭素数の但し書きは「カルボ
ン酸部分の炭素数８～１８であり、
「(C7F15)C」構造を有するものに限
る。」とすることが妥当と思える。 

含まれるため、その構造を有するものに限
ると言った内容の但し書きは不要ですが、
炭素数が示す部分を明確にするために名称
案を以下の通り修正いたします。 
修正名称：「ペルフルオロ－Ｎ，Ｎ－ビス
（ヒドロキシエチル）アルカンアミド（ア
ルカンアミドは炭素数８～１８であり、直
鎖構造に限る）」（事務局） 

15 7／30 
白石寛明 

（中央環境審議
会） 

審議会事務局 

資料1のPFOA関連物質に係る変更案
の「No.45.ペルフルオロアルキル（炭
素数８～１６）＝プロパ－２－エノ
アート」について 
 
Other substancesに分類されている
混合物である2-Propenoic acid, pe
rfluoro-C8-16-alkyl estersをもと
に化合物の範囲が作成されている。
分岐鎖を含むため、炭素数に加えて
「(C7F15)C」構造を有するもの」を
追加する必要がある。 

ご指摘を踏まえ、45番の名称を以下のよう
に修正し、ペルフルオロアルキル基につい
てPFOAを生成する部分構造を有するものに
限定いたします。（事務局） 
 
修正名称：ペルフルオロアルキル（ペルフ
ルオロアルキルは炭素数８～１６のもので
あって、ペンタデカフルオロアルキル基（ア
ルキルは炭素数７に限る）の構造を含むも
のに限る。）＝プロパ－２－エノアート 



 

16 7／30 
白石寛明 

（中央環境審議
会） 

審議会事務局 

 
資料1のPFOA関連物質に係る変更案
の「No.46 アルキル（炭素数１０
～１６）＝ ２－メチルプロパ－２－
エノアート・２－ヒドロキシエチル
＝２－ メチルプロパ－２－エノア
ート・ペルフルオロアルキル（炭素
数８～１４）＝プロパ－２－エノア
ート・メチル＝２－メチルプロパ－
２－エノアート共重合物」について 
  
意見：Other substancesに分類され
ている混合物である2-Propenoic ac
id, 2-methyl-, C10-16-alkyl este
rs, polymers with 2-hydroxyethyl
methacrylate, Me methacrylate an
d perfluoro-C8-14-alkyl acrylate
をもとに化合物の範囲が作成されて
いる。分岐鎖を含むため、炭素数に
加えて「(C7F15)C」構造を有するも
の」を追加する必要がある。 

ご指摘を踏まえ、46番の名称を以下のよう
に修正し、ペルフルオロアルキル基につい
てPFOAを生成する部分構造を有するものに
限定いたします。（事務局） 
 
 
修正名称：アルキル（炭素数１０～１６）
＝２－メチルプロパ－２－エノアート・２
－ヒドロキシエチル＝２－メチルプロパ－
２－エノアート・ペルフルオロアルキル（ペ
ルフルオロアルキルは炭素数８～１４のも
のであって、ペンタデカフルオロアルキル
基（アルキルは炭素数７に限る）の構造を
含むものに限る。）＝プロパ－２－エノア
ート・メチル＝２－メチルプロパ－２－エ
ノアート共重合物 

17 8/2 
山本 裕史 

(中央環境審議
会） 

審議会事務局 

 他の生物影響の試験結果について
は、エンドポイントや影響部位につ
いての説明がありましたが、水生生
物への毒性のNOECやEC50の影響
の中身が不記載である点は少し気に
なりましたが、およそ魚類は成長（も
しくは孵化）、ミジンコは繁殖であ
ることが推定されます 

ご指摘ありがとうございます。今後の資料
作成において留意させていただきます。
（事務局） 

 
 
   


